
水戸市の移住・定住促進の
まちづくりについて



１ 人口減少の影響

2024年４月24日，有識者グループ「人口戦略会
議」が，国立社会保障・人口問題研究所の推計をも
とに20代から30代の女性の数，「若年女性人口」の
減少率を市区町村ごとに分析した結果を公表

2050年までの30年間で，若年女性人口が半数以下
になる自治体は全体の4割にあたる744あり，これら
の自治体は，その後，人口が急減し，最終的に消滅
する可能性があるとしている。
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１ 人口減少の影響
人口減少が地方のまち・生活に与える影響（資料：国土交通白書2015）

①生活関連サービス（小売・飲食・娯楽・医療機関等）の縮小
→地域から産業の撤退が進み，生活に必要な商品やサービスを入手することが困難になるなど

②税収減（＋高齢化の進行による社会保障費増）による行政サービス水準の低下
→地方財政はますます厳しさを増し，行政サービスの廃止又は有料化等により，生活利便性が低下する

③地域公共交通の撤退・縮小
→不採算路線からの撤退や運行回数の減小が予想される

④空き家，空き店舗，工場跡地，耕作放棄地等の増加
→地域の景観の悪化，治安の悪化，倒壊や火災発生といった防災上の問題等が発生し，地域の魅力が低下する

⑤地域コミュニティの機能低下
→共助機能の低下，地域防災力の低下，住民同士の交流機会の減小によるにぎわいや地域への愛着の喪失

さらなる人口減少を引き起こす人口減少の悪循環
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３ 水戸市における人口の現状
１ 水戸市の人口動態について

(1) 総人口の推移

（各年10月１日現在）
（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

※2010年，2015年，2020年は国勢調査人口，その他は国勢調査の確定値に基づく常住人口

近年は基本的に横ばいが続いている。
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※1975年から2015年までの総人口は，年齢不詳を含む
（資料：「水戸市人口ビジョン（第２次）」）

【総人口】
2015年頃をピークに減少を続け，
2050年には約10％減の推計

【生産年齢人口】
2005年頃をピークに減少を続け，
2015年頃と比較し，2050年に
は約21％減の推計

【年少人口・老年人口】
年少人口は減少傾向，老年人口
は増加傾向にあり，2000年頃に
は既に年少人口は老年人口を下
回っている

近年の総人口は横ばいが続いているが，今後，出生・死亡に伴う

出生数は下がり，死亡数は増えていく

１ページ図の範囲

(2) 総人口及び年齢３区分別人口の推移と将来推計

人口動態である「自然動態」はマイナスとなっていくと予想される。

社人研による推計(2023)(2018)

2050年

総人口
243,760人

生産年齢人口
129,240人

老年人口
89,145人
年少人口
25,375人

３ 水戸市における人口の現状
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(3) 人口増減数の推移

水戸市では既に自然動態による人口の減少の傾向が

始まっており，それを転入超過である社会動態でカ

バーしている状態。

転出者に対し転入者が減少した年には人口が大きく

減少する状況となっている。

自然動態・・・出生・死亡に伴う人口の動き
社会動態・・・転入・転出に伴う人口の動き

人口流入の促進及び人口流出の抑制を図る

単位：（人）

単位：（人）

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

自然動態数 69 -250 -240 -230 -581 -718 -961 -1023 -1324

社会動態数 882 251 424 242 -177 145 429 799 178

人口動態数 951 1 184 12 -758 -573 -532 -224 -1146
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「移住・定住促進施策」が非常に重要

３ 水戸市における人口の現状

水戸市第７次総合計画（R6.4～）

重点プロジェクト Mission2

若い世代の移住・定住加速プロジェクト
（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）
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４ 水戸市における転入出の現状

県内は転入超過

２ 水戸市の社会動態について
(1) 地域別転入・転出の推移

（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

単位：（人）

県外は転出超過 国外は転入超過

転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出

2010年 5,742 4,732 1,010 5,608 5,450 158 202 241 -39 750 997 -247 12,302 11,420 882

2015年 5,498 5,142 356 5,316 5,957 -641 0 0 0 1,068 532 536 11,882 11,631 251

2018年 5,290 5,075 215 4,887 5,928 -1,041 1,106 402 704 141 196 -55 11,424 11,601 -177

2019年 5,372 5,035 337 5,154 5,983 -829 1,050 370 680 147 190 -43 11,723 11,578 145

2020年 5,285 4,508 777 4,926 5,718 -792 661 223 438 205 199 6 11,077 10,648 429

2021年 5,193 4,451 742 5,206 5,280 -74 338 225 113 135 117 18 10,872 10,073 799

2022年 5,004 4,738 266 5,025 5,798 -773 1,047 320 727 113 155 -42 11,189 11,011 178

県内 県外 国外 その他 合計
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転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出 転入

2010年 5,742 4,732 1,010 5,608 5,450 158 202

2015年 5,498 5,142 356 5,316 5,957 -641 0

2018年 5,290 5,075 215 4,887 5,928 -1,041 1,106

2019年 5,372 5,035 337 5,154 5,983 -829 1,050

2020年 5,285 4,508 777 4,926 5,718 -792 661

2021年 5,193 4,451 742 5,206 5,280 -74 338

2022年 5,004 4,738 266 5,025 5,798 -773 1,047

県内 県外

転入 転出 転入－転出 転入 転出 転入－転出 転入

2010年 5,608 5,450 158 202 241 -39 750

2015年 5,316 5,957 -641 0 0 0 1,068

2018年 4,887 5,928 -1,041 1,106 402 704 141

2019年 5,154 5,983 -829 1,050 370 680 147

2020年 4,926 5,718 -792 661 223 438 205

2021年 5,206 5,280 -74 338 225 113 135

2022年 5,025 5,798 -773 1,047 320 727 113

県外 国外

(2) 県外における転入超過及び転出超過の内訳

単位：（人）

上位２県は
東北地方

首都圏（神奈
川，東京，埼
玉，千葉）が
75％以上を
占める

県北・県央
地域が多い
傾向

県南地域が
多い傾向

単位：（人）
(3) 県内における転入超過及び転出超過の内訳

４ 水戸市における転入出の現状

 50 

 39 

 22 

 20 

 19  19 

 18 

 17 

 16 

 15 

 13 

 13 

 11 

 9 
 5  4  4  3  2  2  2  2 福島県 秋田県

山口県 長野県

山梨県 宮崎県

青森県 北海道

佐賀県 大分県

岡山県 福岡県

沖縄県 岩手県

鹿児島県 鳥取県

高知県 山形県

福井県 奈良県

島根県 香川県

2022年 転入超過（都道府県）

 -411 

 -143 
 -139 

 -136 

 -49 

 -45 

 -31 
 -15 

 -15  -11  -9  -9  -8  -8  -8  -7  -7  -6  -6  -6  -5  -2  -1  -1 東京都 千葉県

埼玉県 神奈川県

栃木県 群馬県

兵庫県 岐阜県

熊本県 三重県

静岡県 長崎県

宮城県 石川県

愛媛県 滋賀県

京都府 愛知県

大阪府 和歌山県

徳島県 広島県

新潟県 富山県

2022年 転出超過（都道府県）
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 龍ケ崎市  美浦村 

 河内町  結城市 
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 牛久市  城里町 

 阿見町  那珂市 

 行方市  常総市 

 小美玉市  守谷市 

 石岡市  八千代町 

 かすみがうら市   坂東市 

 神栖市  筑西市 

 取手市  潮来市 

 東海村  利根町 

（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

2022年 転入超過（県内市町村） 2022年 転出超過（県内市町村）
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(4) 2022の水戸市の転入出超過上位自治体（県内外各３自治体）

転入超過上位自治体 転出超過上位自治体

県内外問わず，水戸市は近隣及び以北から人口が流入し，

〇目標

活力あるまちを維
持するため，推計
より高い目標人口
の達成に向け，関
連施策を展開して
いく。

首都圏方面へと流出している傾向がある。

「人口減少を抑制し，活力あるまちを維持するため，本市の2060年における
目標人口を245,000人と設定」（「水戸市人口ビジョン（第２次）」より）

４ 水戸市における転入出の現状
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５ 水戸市における移住・定住促進の考え方

(1) 関連計画 (3) 施策の体系

▷水戸市第７次総合計画に則った「移住・定住促進」に向けた個別計画
▷計画期間は2024年度～2028年度の５年間
▷2024年６月策定（予定）

(2) 総合戦略全体のイメージ
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５ 水戸市における移住・定住促進の考え方

(4) 「若い世代が魅力を感じる多様な働く場の創出」の重点化に係るデータ
〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
Ｑ：あなたが東京圏から地方に移り住むことを最初に意識したきっかけについてお答えください
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５ 水戸市における移住・定住促進の考え方
〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
Ｑ：あなたが地方に住むという決断をした際に，影響を与えた要素をすべてお答えください

地
方
移
住
者
（
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Ｊ
タ
ー
ン
者
）

地
方
移
住
者
（
Ｉ
タ
ー
ン
者
）
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５ 水戸市における移住・定住促進の考え方
〇－あなたと描く水戸の未来－市民１万人アンケート（2022年度）／水戸市

1－1 水戸市の印象 2－3－1 施策の現状に対する満足度
・評価が下位の項目（27項目中） ・評価が下位の項目（38項目中）

若い世代が地方に住むきっかけや決断には，仕事の影響が大きい

一方で，若い世代の本市への印象では，仕事に関する印象は薄く，

本市の仕事に関する施策への若い世代の満足度も低い
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５ 水戸市における移住・定住促進の考え方

(5) 重点的な取組

Ⅰ－① 若い世代が魅力を感じる多様な働く場の創出 Ⅳ－① 若い世代に水戸の魅力を伝えるシティプロモーション
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番外編 広域連携による移住・定住促進

いばらき県央地域移住・定住促進協議会

▷令和４年５月31日 発足

▷各市町村における移住・定住戦略とは別に，構成市町
村間で情報を共有しつつ，県央地域全体の移住・定住
促進を図る事業を展開

令和５年度の主な取組

ふるさとワーキングホリデー
▷関東初の取組（離島は除く）

▷働きながら暮らす２週間の

移住体験

▷参加者によるＰＲ

移住フェアへの共同出展
▷都内大型移住フェアへ出展

▷移住相談者数：50組69名

▷ＶＲ移住体験ツアー：33名

▷移住ＡＩマッチング：14組

圏域の魅力・ＰＲコンセプトの整理
▷「シームレスな一体の生活圏」

▷パンフレット制作

▷ＨＰ「＃いばらきどまんなかライフ」

の強化
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ご清聴ありがとうございました


